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肺癌は病理学者や臨床家によって最近三拝に関

心を持たれている疾患の一つであるO 就中1876

年に Malassezによって始めて記載 された所謂

肺胞上皮細胞癌は特異な組織像を呈してお り,

その発生母地に関 しては多くの研究者の検討に

もかかわ らず明確な結論が得 られていない｡ 本

渡癖は決 して稀なものではな く,我国でも既に

幾つかの症例が発表 されている｡ 我 々も最近そ

の1例を経験 し,肺切除を行ったので,その臨

床所見のJt要を報告すると共に,病理組織学的

所見に就いても少しく検討を加えたいと思 う｡

症 例

Y.K.,24これ 女子｡

家族歴 :母が乳癌によって死亡｡

既往歴 :三拝記すべきことなし｡

壬見病歴 :昭和32年5月初旬に坂を登 るに際 し

て息苦 しさを感 じたが,神経症 と言われたので

放吊 したDその後倉慾不振を来 し痩せて来たの

で 5月27日レ線撮影を行ったところ左肺野に異

常陰影が認められた｡そこで約 1カ月間に亘り

SM,PAS,INH による3者併用の化学療法を

行ったが陰影は寧ろ拡大したので,癌の疑が持

たれ 8月末 よりナイ トロミンの投与を受けた ｡

臨床所見 :同年10月8日京大結所に入院｡当時

全身状態は比較的良好｡胸部所見としてほ第 2

肺動脈音冗進を認めたが心音は清｡左前胸部で

打診音短,呼吸音減弱｡気管支鏡検査では左主

気管支の粘 膜が浮腫状に肥厚し,内腔が着 るし

く狭小 となっていた｡ その為に左肺の各肺葉気

管支入口部は観察しえなかった｡

レ線的には32年10月15日の平面写真では左肺

の大部分が潮漫性陰影で占められ,僅かに肺尖

部 と下肺野外側部 とに健常部が認められるにす

ぎない｡11月5日のものでは図1のように下肺

野外側部だけに僅かに健常部が残っている｡ 気

管支造影像では左主気管支から末梢部に於いて

気管支が極度に細 くなっている｡
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手術所見 :同年11月8日エ-テルによる全身

麻酔下に開胸手術を行った ｡ 胸膜には殆んど癒

着を認めず,心嚢 と肺的月英との間に軽度のもの

が存在 した｡ 上薬及び S6の一部は充実性に無

気肺化し肝臓を触れる感があった ｡ 胸腔内には

帯黄色の清澄な鯵出液が約 500cc,又心嚢内に

も同様の液が約 200cc瀦溜 していた｡心嚢の

一部には白色小結節が散在 し,肺門 1)ンパ節は

随所に小豆大乃至小指頭大に腫脹 していた｡ 左

肺全易り除を施行 し,肺門 リンパ節を可及的広範

囲に廓清し,更に横隔膜神経を含めて心嚢を約

10cmx7cm の広さに切除 した ｡

術後経過 :京 大放射線科に於いて Co60の照

射を行ったが,33年に入って左胸部に神経痛を

訴えるようになり,胸腔穿刺液の中に多数の癌

細胞を証明するようになった｡その後仝身状態

が急速に悪化し,3月9日死亡 した ｡

切除肺の所見∴図2のように左上葉の中枢部

の大部分は灰白色の覇浸性病巣によって占めら

れ,その他上薬全体及び S6を中心 とした下葉

の上部に多数の小結節の撒布が認められる.

組織学的に検討すると,図3及び図4のよう

に肺胞隔壁は比較的よく保存 されており,その

表面を覆 うように円柱状乃至立方状の腫癌細胞

が 1層乃至数層に配列しており,腺痛様構造が

認められる｡文,部位によっては腫場細胞が肺

胞腔内に乳塀状に増殖突出している像や,腫療

細胞群が脱落 している像に接する｡そして気管

支や血管の周囲部の リンパ管や肺胸膜下の リン

パ管内にも腫療細胞の蔓延像が認められる｡

考 接

肺に原発した腫場の中で覇理性或いは多発結

節性の腫療病巣を有 し,組織学的には円柱乃至

立方状の上皮性鹿癌細胞の肺胞腔内の腺癌様増

殖が認められ, しかも肺胞隔壁の多 くは破壊 さ

れずに保存されている特殊な腫癖は肺胞上皮細

胞痛 と呼ばれている｡

肺胞上皮細胞癌は1876年にMalassezが en-

cephaloidcarcinoma として記載 して以来,

多 くの人々によって報告されており,primary

multiplecarcinoma,multiplenodularcar-
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cinoma,diffuselungcarcinoma,alveolar

carcinoma,alveolarcellcarcinoma,all

veolarcelltumor,Carcinosis,alveolarepi-

thelialcancer,carcinomatoidesalveogenica

multicentrica,diffusealveolar cancer,

pulmonary alveolaradenomatosisその他

多数の名称を以て呼ばれているが,最近では細

気管伎癌 (bronchiolarcarcinoma)という名

称が多 く用いられている｡

本腰虜は多発結節型 と禰漫型 とに分類 されて

いるが,最近では翻～隻型は多発結節型が集合し

て出来たものであり,両者は本質的に同一のも

のであるとする意見が有力である｡我々の症例

も上薬にある腫癌の中心部は潮漫型 と見倣すべ

きであるが,その周辺部には多発性の結節が認

められる｡

本腰場の発生母地 としてほ肺胞上皮細胞,細

気管枝の上皮細胞,気管支上皮細胞等が挙げら

れているが,未だ定説がないようである｡又,

多発性であるか或いは転移性であるかという事

に関しても明 らかな結論は得 られていない｡ 我

々の症例はそのレ線的推移からすると,原発巣

があってそれから転移進展したもののようにも

思われるが, 極 く早期の所見は 全 く不明であ

り,従って多発性起源 も否定することはできな

い ｡

本腫虜はその組織像か ら推定すると,腫場緒

胞が肺胞壁の表面を覆 うようにして増夕直し拡大

するもののようである｡ このような増殖の様式

は度々他の肺癌に於いても認められ,本腫場に

特有のものとはいえないが,腫癖の大部分が こ

のような構造をとっていることは本腫頻■の特徴

である｡我々の症例に於いて施療が リンパ管内

に発育蔓延 している状態をみても,腫癌細胞は

内皮の表面を覆 うように配列 しており, リンパ

管内に塊状 となって栓塞している所見は余 り見

られない｡ 以上の所見から本腰場の細胞には組

織の表面に沿って増殖して行 ぐ性質が備わって

いるように思われる｡ しかしなが ら,気管支内

腔には余 り腫癌の蔓姓は認められず,血管内に

は全 く腫場細胞を認めなかった｡

肺胞隔壁は殆んど破壊 されることな くよく保
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存 されており,その事が本臆病の娼三徴の一つと

されている｡ しかしなが ら,腫場部に於いては

肺胞隔壁は屡々肥厚してお り,慢性間質炎の像

を呈 している｡ これは本月重病の側癌性変化 と見

倣すべきであろう｡ その他の部分に於いても小

円形細胞の軽微な浸潤をみることはあるが,普

明な炎症像は認め られない ｡

施療の発育尖端部に於いては図5のように充

実性に配列 した産廃細胞が乳塀状に肺胞腔内に

突 出 している像が認められ るO この部 分の細胞

は腺様構造を示している部 分のものよりも更に

分化鹿が低 く,強い悪性発育を思わせるものが

ある｡

又,肺胞腔内には剥脱遊離 した多数の癌細胞

集団がみ られるが,それには二つの型が認めら

れる｡ 一つは上皮性組織の特徴をよく保ち,所

謂癌巣 (cancerouscluster)をなして,図6

のように晩様構造を形成する傾向を有するもの

である｡ このような病巣を形成 している細胞は

本施療の大部分を構成 している細胞 と同様に円

柱状乃至立方状であり,異型性は割 合少な く,

原形質 も豊富で,且つ細胞相互間の結合は強固

である｡ 一つの病巣を構成する細胞の数は種 々

で,小 さいものでは図7のように4個の癌細胞

が見事な悦様構造 (輪状配列)を示してお り,

大きいものでは一つの肺胞腔を満すほどの集団

をなしている｡

他の一つは,図8のように集団をなしている

が細胞の一つ一つは遊離 しており,明瞭な病巣

を形成しないものである｡ それ等の細胞は円形

で,細胞質は第 1の型のものよりエオジン好性

が強い｡ 一つの集団に属 している細胞は比較的

よく揃った大 きさをしているが,有系分裂像が

数多 く認められ,悪性の強い事を示している｡

肺胞腔内に遊離 した細胞の中には図9のよう

に屡々細胞分裂終期を思わせるような像を呈 し

ているものがある｡即 ち,一つの細泡内に同じ

形,同じ大きさの所謂等価性の核が 2個存在 し

ていることがある｡又,場 合によっては-･つの

細胞の中に 4個 の核を有 するものも認められ

るo 武田は腫癌細胞に食喰能があるかどうかは

疑わ しいとの理 由から, cannibalism という

ー 3-

名称は適当でないとし,前述のような形態の腫

痴細胞を対細胞とか封入細胞 とか呼んでいるo

このような細胞は核分裂後の細胞分裂の障碍に

よって発生するものと考えているが,本症例の

ものも遊離化する事によって核分裂後の細胞分

裂が障害されて生 じたものと思 う｡

結 言

24才の女子の左肺にみ られた所謂肺胞上皮細

胞癌の1例に就いて報告 した｡ 本症例は左肺仝

易り険術を受けたが手術予後不良で,術後 4カ月

目に再発によって死亡 した｡本腫癖は組織学的

には 典型的な 肺胞上斑細胞癌の 所見を 示した

が,一部に於いては肺胞腔内に遊離性の癌細胞

が認められた｡そ してそれ等の遊離性の細胞の

中には病巣を作 るものと,痛巣を作 らず屡々対

細胞を含むものとが認められた｡
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図6.肺胞腔内の剥脱細胞群｡

腺様構造を示している｡図 7.腺様構造を示
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